
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
七
号

事
業
附
属
寄
宿
舎
規
程

事
業
附
属
寄
宿
舎
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
章
　
総
則

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
事
業
の
附
属
寄
宿
舎
（
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
別
表
第
一
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
つ
て
事
業
の
完
了
の
時
期
が
予
定
さ
れ
る
も
の
の
附
属
寄
宿

舎
を
除
く
。
以
下
「
寄
宿
舎
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
一
条
の
二
　
法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
寄
宿
舎
規
則
の
届
出
は
、
当
該
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
。
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
九
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
証
明
す
る
書
面
は
、
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を

代
表
す
る
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
　
使
用
者
は
、
寄
宿
舎
規
則
の
作
成
又
は
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
案
を
あ
ら
か
じ
め
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労

働
者
に
周
知
さ
せ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
使
用
者
は
、
寄
宿
舎
に
労
働
者
を
寄
宿
さ
せ
る
に
際
し
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
寄
宿
舎
規
則
を
示
す
も

の
と
す
る
。

第
三
条
の
二
　
法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
届

書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
周
囲
の
状
況
及
び
四
隣
と
の
関
係
を
示
す
図
面

二
　
建
築
物
の
各
階
の
平
面
図
及
び
断
面
図

寄
宿
舎
の
一
部
を
設
置
し
、
移
転
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
そ

の
部
分
に
つ
い
て
の
み
行
な
え
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
使
用
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
等
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
の
私
生
活
の
自
由
を
侵
す
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
外
出
又
は
外
泊
に
つ
い
て
使
用
者
の
承
認
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
教
育
、
娯
楽
そ
の
他
の
行
事
に
参
加
を
強
制
す
る
こ
と
。

三
　
共
同
の
利
益
を
害
す
る
場
所
及
び
時
間
を
除
き
、
面
会
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
。

第
五
条
　
使
用
者
は
、
な
る
べ
く
教
養
、
娯
楽
、
面
会
の
た
め
の
室
等
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
の
た
め
の
適
当

な
福
利
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
第
一
種
寄
宿
舎
安
全
衛
生
基
準

第
六
条
　
こ
の
章
の
規
定
は
、
労
働
者
を
六
箇
月
以
上
の
期
間
寄
宿
さ
せ
る
寄
宿
舎
（
法
別
表
第
一
第
六
号
に
掲
げ

る
事
業
等
で
事
業
の
完
了
の
時
期
が
予
定
さ
れ
る
も
の
に
お
い
て
、
当
該
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
の
期
間
労
働
者

を
寄
宿
さ
せ
る
仮
設
の
寄
宿
舎
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
七
条
　
寄
宿
舎
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
所
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
爆
発
性
の
物
（
火
薬
類
を
含
む
。
）
、
発
火
性
の
物
、
酸
化
性
の
物
、
引
火
性
の
物
、
可
燃
性
の
ガ
ス
又
は
多

量
の
易
燃
性
の
物
を
取
り
扱
い
、
又
は
貯
蔵
す
る
場
所
の
附
近

二
　
窯
炉
を
使
用
す
る
作
業
場
の
附
近

三
　
ガ
ス
、
蒸
気
又
は
粉
じ
ん
を
発
散
し
て
衛
生
上
有
害
な
作
業
場
の
附
近

四
　
騒
音
又
は
振
動
の
著
し
い
場
所

五
　
雪
崩
又
は
土
砂
崩
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

六
　
湿
潤
な
場
所
又
は
出
水
時
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

七
　
伝
染
病
患
者
を
収
容
す
る
建
物
及
び
病
原
体
に
よ
つ
て
汚
染
の
お
そ
れ
著
し
い
も
の
を
取
り
扱
う
場
所
の

附
近

第
八
条
　
男
性
と
女
性
と
を
同
一
の
む
ね
の
建
物
に
収
容
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
完
全
な
区
画
を
設
け
、
か

つ
、
出
入
口
を
別
に
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
条
　
寝
室
は
地
下
又
は
建
物
の
三
階
以
上
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

建
物
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
寝
室
を
建
物
の
三
階

以
上
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造

部
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

八
号
）
第
百
十
条
各
号
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
、
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
十
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
外
壁
の
開
口
部
に
、
建
築
基
準
法
第
二
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
防
火
設
備
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
条
　
建
物
の
一
む
ね
の
建
築
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
防
火
上
有
効
な
構

造
の
防
火
壁
に
よ
つ
て
区
画
し
、
且
つ
、
各
区
画
の
延
べ
面
積
を
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
但
し
、
建
物
の
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
で
あ
り
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
一
条
　
常
時
十
五
人
未
満
の
労
働
者
が
二
階
以
上
の
寝
室
に
寄
宿
す
る
建
物
に
は
、
各
階
に
適
当
に
配
置
さ
れ

容
易
に
屋
外
の
安
全
な
場
所
に
通
ず
る
階
段
を
一
箇
所
以
上
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
適
当
な
勾
配
を

有
す
る
避
難
斜
面
等
適
当
な
避
難
設
備
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

常
時
十
五
人
以
上
の
労
働
者
が
前
項
の
寝
室
に
寄
宿
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
の
階
段
は
、
二
箇
所
以
上

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
　
避
難
の
用
に
供
す
る
階
段
及
び
こ
れ
に
通
ず
る
通
路
で
あ
つ
て
常
時
に
は
使
用
し
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
避
難
用
で
あ
る
旨
の
適
当
な
標
示
を
す
る
と
と
も
に
、
容
易
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
三
条
　
寄
宿
舎
の
廊
下
か
ら
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
の
戸
は
外
開
戸
又
は
引
戸
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寄

宿
舎
は
、
何
時
で
も
容
易
に
外
部
に
避
難
の
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
の
二
　
使
用
者
は
、
火
災
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
居
住
者
に
こ
れ
を
速
や
か
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
ベ

ル
、
拡
声
器
そ
の
他
の
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
　
寄
宿
舎
に
は
、
適
当
且
つ
十
分
な
消
火
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
　
寄
宿
舎
に
は
、
そ
の
清
潔
を
保
つ
為
必
要
な
掃
除
用
具
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
　
削
除

第
十
七
条
　
階
段
の
構
造
は
、
次
の
各
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
踏
面
二
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
蹴
上
二
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

二
　
勾
配
を
平
面
に
対
し
四
十
度
以
内
と
す
る
こ
と
。

三
　
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
以
内
毎
に
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
踊
場
は
、
長
さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

五
　
蹴
込
板
又
は
裏
板
を
附
け
る
こ
と
。

六
　
回
り
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

七
　
階
段
の
両
側
又
は
片
側
に
側
壁
又
は
こ
れ
に
代
る
も
の
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

八
　
幅
は
、
内
法
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

九
　
各
段
よ
り
高
さ
一
・
七
メ
ー
ト
ル
以
内
に
障
碍
物
が
な
い
こ
と
。

建
物
の
外
壁
に
付
せ
ら
れ
た
屋
外
階
段
に
つ
い
て
は
、
第
五
号
及
び
第
八
号
の
規
定
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

第
一
項
の
規
定
は
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
階
段
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
一
箇
所
の

階
段
に
、
同
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
二
箇
所
の
階
段
に
適
用
し
、
そ
の
他
の
階
段
で
常
時
に
は
使
用
し
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
八
条
　
廊
下
は
、
片
廊
下
と
し
、
そ
の
幅
は
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
各
号
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廊
下
を
中
廊
下
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
廊
下
の
幅
は
、
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
耐
火
構
造
の
建
物
で
あ
る
こ
と
。

三
　
廊
下
の
照
度
は
、
十
ル
ク
ス
以
上
で
あ
る
こ
と
。

1



四
　
廊
下
に
面
す
る
居
室
の
壁
に
適
当
な
換
気
の
た
め
の
設
備
が
あ
る
こ
と
。

第
十
九
条
　
寝
室
は
、
次
の
各
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
一
室
の
居
住
面
積
は
、
床
の
間
及
び
押
入
を
除
き
一
人
に
つ
い
て
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
一
室

の
居
住
人
員
は
、
十
六
人
以
下
と
す
る
こ
と
。

二
　
木
造
の
床
の
高
さ
は
、
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
寝
台
を
設
け
な
い
場
合
に
は
、
畳
敷
と
す
る

こ
と
。

三
　
天
井
の
高
さ
は
二
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
且
つ
天
井
は
小
屋
組
を
露
出
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

四
　
各
室
に
は
、
寝
具
等
を
収
納
す
る
た
め
の
適
当
な
設
備
を
設
け
、
こ
の
う
ち
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
の

私
有
の
身
廻
品
を
収
納
す
る
た
め
の
設
備
は
、
個
人
別
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
　
外
窓
に
は
、
少
く
と
も
雨
戸
及
び
障
子
又
は
硝
子
戸
及
び
窓
掛
を
設
け
る
こ
と
。

六
　
寝
室
と
廊
下
と
の
間
は
戸
、
障
子
、
壁
等
で
区
画
し
、
廊
下
の
外
部
に
は
雨
戸
又
は
硝
子
戸
を
設
け
る
こ

と
。

七
　
室
面
積
の
七
分
の
一
以
上
の
有
効
採
光
面
積
を
有
す
る
窓
を
設
け
、
居
住
面
積
四
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
十

燭
光
以
上
の
灯
火
を
設
け
る
こ
と
。

八
　
防
蚊
の
た
め
に
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
　
防
寒
の
為
適
当
な
採
暖
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

寝
室
に
寝
台
を
設
け
て
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
寝
台
及
び
こ
れ
に
用
い
る
寝

具
を
収
納
す
る
た
め
の
設
備
は
、
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
条
　
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
に
は
、
各
人
専
用
の
寝
具
を
備
え
、
且
つ
、
ふ
と
ん
の
え
り
部
及
び
ま
く

ら
を
お
お
う
た
め
の
白
布
並
び
に
敷
布
を
備
え
、
常
に
こ
れ
ら
を
清
潔
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
は
、
前
項
の
寝
具
、
白
布
及
び
敷
布
を
不
潔
に
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

に
、
前
項
の
清
潔
の
保
持
に
つ
い
て
使
用
者
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
　
就
眠
時
間
を
異
に
す
る
二
組
以
上
の
労
働
者
を
同
一
の
寝
室
に
寄
宿
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、

交
替
の
際
、
睡
眠
を
妨
げ
な
い
よ
う
適
当
な
方
法
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
二
条
　
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
が
昼
間
睡
眠
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
暗
幕
そ
の
他
の
適
当

な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
　
寝
室
に
居
住
す
る
者
の
氏
名
及
び
定
員
を
そ
の
入
口
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
　
常
時
三
十
人
以
上
の
労
働
者
を
寄
宿
さ
せ
る
寄
宿
舎
に
は
、
食
堂
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但

し
、
寄
宿
舎
に
近
接
し
た
位
置
に
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
六
百
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
場
の
食
堂
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
五
条
　
食
堂
又
は
炊
事
場
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
外
、
常
に
清
潔
を
保
持
す
る
た

め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
照
明
及
び
換
気
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。

二
　
食
器
及
び
炊
事
用
器
具
を
し
ば
し
ば
消
毒
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
清
潔
に
保
管
す
る
設
備
を
設
け
る
こ

と
。

三
　
は
え
そ
の
他
の
こ
ん
虫
、
ね
ず
み
等
の
害
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
食
堂
に
は
、
食
卓
を
設
け
、
且
つ
、
ざ
食
を
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い
て
は
、
い
す
を
設
け
る
こ
と
。

五
　
食
堂
に
は
、
寒
冷
時
に
、
適
当
な
採
暖
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

六
　
炊
事
場
の
床
は
、
洗
浄
及
び
排
水
に
便
利
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

七
　
炊
事
従
業
員
に
は
、
炊
事
専
用
の
清
潔
な
作
業
衣
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

八
　
炊
事
従
業
員
の
専
用
の
便
所
を
設
け
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
二
　
飲
用
水
及
び
炊
事
用
水
は
、
地
方
公
共
団
体
の
水
道
か
ら
供
給
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
但
し
、
地
方
公
共
団
体
等
の
行
う
水
質
検
査
を
受
け
、
こ
れ
に
合
格
し
た
水
と
同
質
の
水
を
用
い
る
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

汚
水
及
び
汚
物
は
、
寝
室
、
食
堂
及
び
炊
事
場
か
ら
隔
離
さ
れ
た
一
定
の
場
所
に
お
い
て
露
出
し
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
　
一
回
三
百
食
以
上
の
給
食
を
行
う
場
合
に
は
、
栄
養
士
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
　
他
に
利
用
し
得
る
浴
場
の
な
い
場
合
に
は
、
適
当
な
浴
場
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
浴
場
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
脱
衣
場
及
び
浴
室
を
男
女
別
と
し
、
且
つ
、
浴
室
に

は
清
浄
な
水
又
は
上
り
湯
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
、
浴
湯
を
適
当
な
温
度
及
び
量
に
保
つ
こ
と
等
清
潔
を
保
持
す

る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

男
性
と
女
性
の
い
ず
れ
か
一
方
が
著
し
く
少
数
で
あ
り
、
か
つ
、
男
女
に
よ
り
入
浴
の
時
間
を
異
に
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
脱
衣
場
及
び
浴
室
は
、
男
女
別
と
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条
　
便
所
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
外
、
常
に
清
潔
を
保
持
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
寝
室
、
食
堂
及
び
炊
事
場
か
ら
適
当
な
距
離
に
設
け
る
こ
と
。

二
　
男
女
別
に
す
る
こ
と
。

三
　
便
房
の
数
は
、
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
の
数
が
百
人
以
下
の
場
合
に
は
、
十
五
人
又
は
そ
の
端
数
毎
に

一
個
と
し
、
百
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、
百
人
を
超
え
る
二
十
人
又
は
そ
の
端
数
毎
に
一
個
を
増
し
、
五
百
人

を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
人
を
超
え
る
二
十
五
人
又
は
そ
の
端
数
毎
に
一
個
を
増
す
こ
と
。

四
　
便
池
は
、
汚
物
が
土
中
に
浸
透
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

五
　
流
出
す
る
水
に
よ
つ
て
手
を
洗
う
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
処
理
区
域
内
に
お
い
て
は
、
便

所
は
、
水
洗
便
所
（
汚
水
管
が
下
水
道
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
で
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る

終
末
処
理
場
を
有
す
る
も
の
に
連
結
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
以
外
の
便
所
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

便
所
か
ら
排
出
す
る
汚
物
を
下
水
道
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
終
末
処
理
場
を
有
す
る
公
共
下
水
道
以
外

に
放
流
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
衛
生
上
支
障
が
な
い
構
造
の
し
尿
浄
化
そ
う
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
二
十
九
条
　
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
の
数
に
応
じ
、
適
当
且
つ
充
分
な
洗
面
所
、
洗
濯
場
及
び
物
干
場
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伝
染
性
眼
疾
患
に
か
か
つ
て
い
る
者
が
用
い
る
洗
面
器
は
他
の
者
が
用
い
る
も
の
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
条
　
便
所
及
び
洗
面
所
に
は
、
共
同
の
手
拭
を
備
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
　
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
毎
年
二
回
以
上
次
の
各
号
の
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
体
重
測
定
に
よ
る
発
育
及
び
栄
養
状
態
の
検
査

二
　
ト
ラ
ホ
ー
ム
そ
の
他
の
伝
染
性
眼
疾
患
及
び
か
い
せ
ん
そ
の
他
の
伝
染
性
皮
膚
疾
患
の
有
無
の
検
査

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
受
け
た
回
数
に
応
じ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
回
数
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
三
十
二
条
　
寄
宿
舎
に
寄
宿
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
伝
染
性
の
疾
病
そ
の
他
の
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
者
と
他
の

者
を
同
室
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
と
他
の
者
を
同
室
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
　
常
時
五
十
人
以
上
の
労
働
者
を
寄
宿
舎
に
寄
宿
さ
せ
る
場
合
に
は
寝
台
そ
の
他
の
が
床
し
う
る
設
備

を
有
す
る
休
養
室
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
　
常
時
五
十
人
以
上
の
労
働
者
を
寄
宿
舎
に
寄
宿
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
衛
生
に
関
し
経
験
の
あ

る
者
を
、
そ
れ
ら
の
労
働
者
の
衛
生
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
た
め
の
担
当
者
と
し
て
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
十
五
条
　
伝
染
性
の
疾
病
に
か
か
つ
た
者
の
使
用
し
た
寝
具
そ
の
他
の
も
の
及
び
寝
室
は
、
感
染
症
の
予
防
及

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九
号
）
第
十
四
条
又

は
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
消
毒
を
行
つ
た
後
で
な
け
れ
ば
他
の
者
に
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
　
法
別
表
第
一
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
の
寄
宿
舎
又
は
常
時
十
人
に
満
た
な
い
労
働
者
を

六
箇
月
を
超
え
る
期
間
寄
宿
さ
せ
る
寄
宿
舎
に
つ
い
て
様
式
第
三
号
に
よ
り
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
許
可
を
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受
け
た
場
合
に
は
、
第
八
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六

条
、
第
二
十
七
条
又
は
第
二
十
八
条
の
規
定
は
こ
れ
を
修
正
し
て
適
用
す
る
。

前
項
の
許
可
を
う
け
た
事
項
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
基
準
は
、
第
三
章
に
規
定
す
る
基
準
を
下
つ
て
は
な
ら
な

い
。

第
三
章
　
第
二
種
寄
宿
舎
安
全
衛
生
基
準

第
三
十
七
条
　
こ
の
章
の
規
定
は
、
労
働
者
を
六
箇
月
に
満
た
な
い
期
間
寄
宿
さ
せ
る
寄
宿
舎
又
は
法
別
表
第
一
第

六
号
に
掲
げ
る
事
業
等
で
事
業
の
完
了
の
時
期
が
予
定
さ
れ
る
も
の
に
お
い
て
、
当
該
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
の

期
間
労
働
者
を
寄
宿
さ
せ
る
仮
設
の
寄
宿
舎
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

第
三
十
八
条
　
寄
宿
舎
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
所
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
騒
音
又
は
振
動
の
著
し
い
場
所

二
　
雪
崩
又
は
土
砂
崩
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

三
　
湿
潤
な
場
所
又
は
出
水
時
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

第
三
十
九
条
　
寄
宿
舎
の
建
築
及
び
設
備
に
関
し
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
寝
室
の
居
住
面
積
は
、
一
人
に
つ
い
て
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
一
室
の
居
住
人
員
は
五
十
人
以

下
と
す
る
こ
と
。

二
　
寝
室
に
は
、
採
光
の
た
め
十
分
な
面
積
を
有
す
る
窓
等
を
設
け
る
こ
と
。

三
　
寝
室
の
外
窓
に
は
、
雨
戸
又
は
硝
子
戸
等
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
寝
室
に
は
、
防
寒
の
為
適
当
な
採
暖
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

五
　
出
入
口
は
、
避
難
を
要
す
る
場
合
を
考
慮
し
て
二
箇
所
以
上
に
設
け
る
こ
と
。

六
　
労
働
者
の
身
廻
品
を
整
頓
し
て
置
く
た
め
の
押
入
若
し
く
は
棚
を
設
け
又
は
こ
れ
に
代
る
設
備
を
な
す
こ

と
。

七
　
他
に
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
浴
場
の
な
い
場
合
に
は
、
入
浴
の
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

八
　
飲
用
及
び
洗
浄
の
た
め
清
浄
な
水
を
十
分
に
備
え
る
こ
と
。

九
　
衛
生
上
の
共
同
の
利
益
の
た
め
、
汚
水
及
び
汚
物
を
処
理
す
る
た
め
の
適
当
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

附
　
則

第
四
十
条
　
こ
の
命
令
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

第
四
十
一
条
　
使
用
者
が
こ
の
命
令
施
行
の
際
、
現
に
労
働
者
を
寄
宿
さ
せ
る
寄
宿
舎
に
つ
い
て
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
事
由
に
よ
つ
て
、
こ
の
命
令
第
二
章
の
規
定
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
り
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
対
し
て
、
暫
定
的
に
、
同
章
規
定
の
適
用
除
外
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
、

労
働
基
準
監
督
署
長
が
十
分
な
事
由
あ
り
と
認
定
す
る
と
き
は
、
一
定
の
期
間
を
限
り
、
適
用
の
除
外
を
承
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
八
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
二
月
二
五
日
労
働
省
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
七
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
施
行
前
に
設
置
さ

れ
て
い
る
寄
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
〇
月
二
日
労
働
省
令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
二
月
二
七
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
つ
い
て
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
五
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
の
た
め
の
労
働
省
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
八
日
労
働
省
令
第
四
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
つ
い
て
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
五
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
省
令
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
若
し
く
は
認
定
の
申
請
、
届
出
又
は
報
告
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
認
定
の
申
請
、
届
出
又
は
報
告
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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様
式
第
１
号様式第1号 

寄 宿 舎 
設 置 
移 転 
変 更 

届 

 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 場 の 所 在 地   

常時使用する労働者数 名 

事業の開始予定期日   
事業の終了
予定期日 

  

寄

宿

舎 

寄 宿 舎 設 置 地   

収容能力及び収容
実人員 

 (収容能力)  名、 (収容実人員)  名 

棟 数 棟 

構 造   

延 居 住 面 積 m2 

施

設 

階 段の構造   

寝 室   

食 堂   

炊 事 場   

便 所   

洗面所及び洗
たく場 

  

浴 場   

避 難 階 段   

消 火 設 備   

工事開始予定年月日   工事終了予定年月日   

        年  月  日 

使用者 職 氏 名          

 労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の「設置」、「移転」及び「変更」のうち該当しない文字をまつ消すること。 

  2 「事業の種類」の欄には、製造業にあつては、日本標準産業分類(中分類)により、

その他の事業にあつては、なるべく事業の内容を詳細に記入すること。 

  3 「事業の開始予定期日」及び「事業の終了予定期日」の欄には、事業の完了の時期

が予定されるものについてのみ記入すること。 

  4 「構造」の欄には、鉄筋コンクリート造、木造等の別を記入すること。 

  5 「階段の構造」の欄には、踏面、蹴上、勾配、手すりの高さ、幅等を記入すること。 

  6 「寝室」の欄には、1人当りの居住面積、天井の高さ及び照明並びに採暖設備、病

室等の有無を記入すること。 

  7 「食堂」の欄には、面積、1回の食事人員等を記入すること。 

  8 「炊事場」の欄には、床の構造及び給水施設(上水道、井戸等)等を記入すること。 

  9 「便所」の欄には、大便所及び小便所の男女別の数並びに構造の大要(水洗式、く

み取り式等)を記入すること。 

  10 「洗面所及び洗たく場」の欄には、各設備の設置箇所及び設置数を記入すること。 

  11 「浴場」の欄には、設置箇所及び加温方式を記入すること。 

  12 「避難階段」の欄には、避難階段及び避難ばしご等の避難のための設備の設置箇

所及び設置数を記入すること。 

  13 「消火設備」の欄には、消火設備の設置箇所及び設置数を記入すること。 
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様
式
第
二
号
　
削
除

様
式
第
三
号
（
第
三
十
六
条
関
係
）

様式第三号(第三十六条関係) 

 
 
 
 

年 

月 

日 

使
用
者 

職

名 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏

名 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

労
働
基
準
監
督
署
長
殿 

 

記
載
心
得 

 
 

一 

事
業
の
種
類
の
欄
は
、
別
表
第
一
第
六
号
又
は
第
七
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を

明
記
す
る
こ
と
。 

 
 

二 

特
例
を
必
要
と
す
る
期
間
を
予
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
事
由
を
特
例
を
必
要
と
す
る
具
体
的
事
由
の
欄

に
併
記
し
、
特
例
を
必
要
と
す
る
期
間
の
欄
は
、
記
載
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。 

特
例
を
必
要
と
す

る
期
間 

特
例
を
必
要
と
す

る
具
体
的
事
由 

寄
宿
労
働
者
数 

 
 事

業

の

種

類 

 
 

事
業
附
属
寄
宿
舎
規
程
第
三
十
六
条
に
よ
る
適
用
特
例
許
可
申
請
書 

 
 

年 

月 

日
か
ら 

 

年 
月 

日
ま
で 

 
 男 

 
 

 
 

人 

 
 事

業

の

名

称 

女 
 

 

人 

 
 事

業

の

所

在

地 

計 
 

 

人 

 

様
式
第
四
号様式第四号 

 
 

 

年 

月 

日 

使
用
者 

職 

氏

名 
 

 
 
 
 

労
働
基
準
監
督
署
長
殿 

記
載
心
得 

事
業
の
種
類
は
工
業
に
あ
つ
て
は
、
工
業
分
類(

中
分
類)

に
よ
り
、
そ

の
他
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
な
る
べ
く
詳
細
に
事
業
の
内
容
を
記
入
す
る
こ
と
。 

従
来
適
用
を

受
け
て
い
た

法
規
の
種
類 

除
外
を
必
要

と
す
る
期
間 

除
外
を
必
要

と
す
る
具
体

的
事
由 

寄
宿
労
働
者

数 

 
 事

業
の
種
類 

 
 

事
業
附
属
寄
宿
舎
規
程
第
二
章
適
用
除
外
許
可
申
請
書 

 
 自 

 

年 

月 

日 
 
 
 

至 
 

年 

月 

日 

 
 総

数 

女

性 

男

性 

 
 

 
 事

業
の
名
称 

 
 

 
 

 
 満

十
八
歳

以
上  

 

事

業

の

所

在

地 

 
 

 
 

 
 満

十
五
歳

以
上
満
十

八
歳
未
満 

 
 

 
 

 
 第

十
五
歳

未
満 

 
 

 
 

 
 総

計 
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